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K OG A  P R I N T I N G  I N F O RMA T I O N   お客様との繋がりを大切にしたい
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今回、工場内と倉庫の一斉整理にともない色上質といわれる紙を柏原市役所を通じて教員委員会へ寄
贈させていただくことになりました。
印刷物を刷っていると、毎日たくさんの紙を使います。その中で、どうしても紙が余ってしまうケースや
使用量は少ないのに一定量の購入が必要になる紙もあります。よく使う紙であれば、別のお仕事に転用

したりすることもあるのですが、紙の種類は無数にあり、さらに同じ紙でも厚みが違ったり、紙の目によって縦と横
で折れやすさが違いますので、製本方法で指定が違ったり、製造時期が変わると同じ色でも違ったり、そもそも枚
数が足りなかったりと、なかなか再利用が出来ないケースが多く、その結果50年の間に山のように残紙が溜まっ
てしまいました。私たちでヤレ紙として、専門業者にて引き取ってもらう事も可能ですが、どうせなら市内の幼稚園
や学校で、子供たちの授業で使用していただきたいとの思いから寄贈する運びとなりました。
市の方からも、「色紙の購入についてはサイズも大きくなると費用もかか
りますので助かります」とのお言葉をいただきました。
小さな取組ですが、限りある資源の有効活用として子供たちの教育のた
めのお手伝いができれば嬉しい限りです。また、定期的に継続するべき活
動ではありますが、これを機会に我々自身も資源の無駄遣いをしないよう
にお客様と相談し、使用していただける様に勧めたいとも考えております
ので、皆様のご協力宜しくお願い致します。
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